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須磨舞子明石附近略図・明石町略図（須磨舞子明石遊覧案内 全 附淡路岩屋案内）67

大正5年（1916）、当館所蔵

　翌年（大正6年）開通の兵庫電気軌道（現山陽電車）の軌道予定線が描かれる。この頃に埋め立てが進んでいたはずの外堀

もほぼ完全なかたちで描かれている。

大日本職業別明細図第三一二号兵庫県（明石市部分）68

昭和7年（1932）、当館所蔵

　駅前に山口旅館があり、駅から南に延びる細工町にも商店が並ぶ。中崎には錦明館などの旅館がみえる。
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（明治40年～大正6年〈1907～1917〉）、当館所蔵

　明石滞在の旅行客が出した絵葉書。通信文には「波しづ

かなる海岸のほとりにある錦明館の二階にて」とある。

明石海浜錦明館（絵葉書）76

［参考］ 明石舞子の古今誌より
遊園地（明石遊園地之光景）

明治36年（1903）、当館所蔵

　明治36年、中崎に「明石遊園

地」が設けられた。左の写真は

明石清文館（石巻清文）による

撮影。中崎の砂嘴上から東を向

いて写しており、右には明石海

峡、砂嘴の左には明石港の湾内

の一部が写っている。

　図版74は港湾内の堀川にか

かる橋から東を向いたものだ

ろうか。堀川の奥にもう一本の

橋がみえる。

明石海岸（中崎遊園地）（絵葉書）73
　　（明治36年〈1903～〉）、当館所蔵

明石郡公会堂（絵葉書）75
　（明治44年～大正8年〈1911～1919〉）、当館所蔵

明石海岸の絶景（絵葉書）77
　（大正7年～昭和7年〈1918～1932〉）、当館所蔵

播州明石の浦其七（絵葉書）74
　明治39年（1906）、当館所蔵

さ　し
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※明石市文化・スポーツ室歴史文化財係編『企画展　明石の木造船　展示図録』（2022年、明石市立文化博物館）21頁
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